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日日時　対対象　定定員　￥参加費

水の駅「ビュー福島潟」
北区前新田　☎025-387-1491
開館時間９:00～17:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館

●福島潟フォトコンテスト入賞作品展　
日５/６ （振休）まで　
￥入館料（一般400円、小・中学・高校生200円） 
●菜の花案内所　
日４/９～26の火～金曜 13:00～14:00　￥無料
●自然ウオーク　
日４/14（日）13:30～15:30　定先着20人　￥無料
●バードウオッチング　
日４/27（土）10:00～12:00　定先着20人　￥無料
●５/６まで　タクシー利用者の当日入館料無料　
タクシーの領収書の提示が必要
※このほか、別冊情報ひろば４面にも催しを掲載
新津美術館
秋葉区蒲ヶ沢　☎0250-25-1300
開館時間10:00～17:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館（４/15は開館）
●追悼水木しげる　ゲゲゲの人生展
 日６/２（日）まで　
￥一般1,100円、高校・大学生500円、中学生以下無料
●市無形文化財　しろね絞り展示会
日４/23（火）～28（日）　※28は15:00まで　
￥無料

新潟市美術館　
中央区西大畑町　☎025-223-1622
開館時間９:30～18:00　※月曜（祝日の場合翌日）、4/9（火）～12（金）休館

●コレクション展Ⅲ「美術の偶然！」
日４/14（日）まで　￥一般200円、高校・大学生150円、
小・中学生100円　※土・日曜、祝日は小・中学生無料
●企画展「インポッシブル・アーキテクチャー
　もうひとつの建築史」
日４/13（土）～７/15（祝）　
￥一般1,000円、高校・
大学生800円　
※中学生以下、障がい
者手帳を持つ人と一部
の介助者は無料。４/21
（日）14:00に展示解説
を実施 
●講座「前川國男の戦前期のコンペ応募案をめぐって」
日４/14（日）14:00～15:30　定先着80人　￥無料
●講座「父・村田豊の建築」
日４/28（日）14:00～15:30　定先着 80人　￥無料

古津八幡山遺跡　弥生の丘展示館
秋葉区蒲ヶ沢　☎025-378-0480
開館時間10:00～17:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館 

●企画展「鉄　弥生・古墳時代の鉄器」
日４/14（日）まで　￥無料
●企画展「古津八幡山遺跡発掘調査速報展」
日４/23（火）～６/２（日）　￥無料　
※同遺跡フォトコンテスト展を同時開催
※このほか、別冊情報ひろば４面にも催しを掲載

文化財センター
西区木場　☎025-378-0480
開館時間９:00～17:00 　※月曜（祝日の場合翌日）休館

●企画展「砂丘と遺跡Ⅲ－阿賀北の砂丘上の遺跡」
日４/16（火）～７/15（祝）　￥無料
●講演会「古代の阿賀北－北方社会との接点を探る」
日５/19（日）13:30～15:30　定先着80人　￥無料

歴史博物館みなとぴあ
中央区柳島町２　☎025-225-6111
開館時間９:30～18:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館

●企画展「新潟市の文化財」　日４/13（土）～６/16
（日）　￥一般500円、高校・大学生300円、小・
中学生200円　
※会期中日曜14:00に展示解説を実施 
●春の税関まつり　日４/13（土）10:00～16:00　
内旧新潟税関庁舎塔屋見学、麻薬探知犬デモンス
トレーション（10:00、13:00）、税関検査車両・機
器公開、旧税関カフェ（11:00から）　￥入場無料
●堀とさくらのコンサート　日４/14（日）13:00～
15:30　￥無料
※このほか、別冊情報ひろば４面にも催しを掲載

會津八一記念館
新潟日報メディアシップ５階　☎025-282-7612
開館時間10:00～18:00　※月曜（祝日の場合翌日）休館

●  企画展「生誕120年　天才・山田正平の宇宙～
不世出の文人篆

てん

刻
こく

家」
日６/23（日）まで　￥一般500円、大 学生300円、
高校生200円、小・中学生100円　
※土・日曜、祝日は小・中学生無料

シルバー人材センターに登録して一緒に働きませんか？
同センターでは、事業所や個人などから仕事の発注を受け、会員
の希望などに応じて仕事の提供をしています。
社会のため、生きがいや仲間づくりのため、豊かな知識と経験を生

かして一緒に働きませんか。
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●会員について
・市内在住の60歳以上の健康で働く意欲がある人
・同センターの理念に賛同する人
●登録方法
入会説明会への参加が必要です。開催日などは同センターに
電話で問い合わせてください。　※年会費2,000円
●主な仕事
・買い物、調理、洗濯などの家事援助
・高齢者の見守り、食事の介助
・庭の手入れ、簡単な大工仕事、ほか

行こう 体験しよう！

外国人が見た新潟～町を流れる堀～
　新潟町の暮らしに欠かせなかった堀。明治の開港により、新
潟にも外国人が訪れ、町を流れる堀と人々の暮らしを目にし
ました。
　イギリス人旅行家のイザベラ・バードとドイツ人建築家の
ブルーノ・タウトは、新潟の印象をそれぞれの著作に記しています。明治
11（1878）年に新潟を訪れたバードは『日本奥地紀行』の中で、堀と川縁の
柳の美しさに触れ、「運河は新潟の非常に魅力ある特色となっている」と記
しています。対して昭和10（1935）年に訪れたタウトは『日本美の再発見』
の中で、新潟を「日本中で最悪の都会」と表現し、「街を貫く運河は悪臭紛々
としている」と記しています。
　江戸時代から生活用水としても利用された堀は、明治初期に県令楠

くす

本
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正
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隆
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の開化政策により整備が進みましたが、その後護岸の崩落や大正11
（1922）年の大河津
分水通水による水
量の減少で、水質が
悪化していきました。
新潟の堀は、「柳都
新潟」を形づくると
ともに、人々の生活
に密着したもので
した。

バードのスケッチをもとにした堀の絵（左、『市史にいがた３』より
転載）と明治初期の西堀の様子（右）。堀には橋が架けられ、岸が整
備されている。

20 ■問 歴史文化課 
☎025-226-2584

女性委員長　青木幸子さん

施設の掃除、家事援助、制服のリユー
ス、入園グッズ作りなど、さまざまな仕
事があります。約4,500人が登録し、得
意なことを生かして社会に貢献していま
す。私も入会して10年以上たちました。
一緒に生き生きとお仕事しませんか？

会員に聞きました

■問 市シルバー人材センター
(☎025-241-3541)
高齢者支援課(☎025-226-1290)
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